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背景 
白内障手術により網膜への光受容は劇的に増加する。先行研究で白内障手術が主観的に測定され

た睡眠の質を改善することが報告されているが、白内障手術と客観的睡眠の質の関連は十分に分

かってない。 
 
方法 
白内障手術と客観的に測定された睡眠の質の関連を明らかにするために、我々は高齢者 1037 人

（平均年齢 71.9 歳）を対象に横断研究を実施した。白内障手術の有無に加えて、アクチグラフに

よる睡眠の質、夜間尿中メラトニン主要代謝産物排泄量（6-sufatoxymelatonin）、および環境照度

を測定した。 
 
結果 
白内障手術群（n = 174）は非白内障手術群（n = 863）と比較して、年齢、性別、BMI、喫煙、飲

酒、高血圧、糖尿病、睡眠薬の使用、入床時刻、離床時刻、日中身体活動量、日中および夜間の

光曝露量を調整した後でも、有意に睡眠効率が高く、睡眠後覚醒時間が短かった（睡眠効率：85.8% 
vs. 84.4%, P = 0.042; 睡眠後覚醒時間：45.7 分 vs. 50.6 分, P = 0.033）。対照的に、夜間尿中メラト

ニン主要代謝産物排泄量、睡眠潜時、総睡眠時間、および睡眠中央時刻は 2 群で有意な差を認め

なかった。 
 
結論 
一般高齢者集団において、白内障手術の有無は睡眠効率や睡眠後覚醒時間と有意に関連していた。

しかし、夜間尿中メラトニン主要代謝産物排泄量は白内障手術群と非白内障手術群で有意な差を

認めなかった。また、これらの関連は日常の光曝露量と独立していた。 
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